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本発表では、素性照合(feature checking)に直接関係していない形式素性

(formal feature)の移動（形式素性の付随的移動“pied-piping of formal 

features”と呼ぶ) に関する理論を提案し、それによってバンツー諸語に見られ

る疑問詞一致(wh-agreement)のパターンや弱交差現象(weak crossover)の言語間

差異が説明されるということを示す。 

 Chomsky(1995)は 形式素性の付随的移動は“automatically”に起こると提案

している。この提案は形式素性の付随的移動はコストフリーであり統語的制約が

かからないと解釈される。これに反して Ura(2001)は、 形式素性の付随的移動は

コストフリーではなく、他の移動と同様に相対的最小性(relativized 

minimality)の適用を受けるということを提案している。本発表では、Ura(2001)

の提案に基づき、 形式素性の付随的移動についての一つのアプローチを提案す

る。また提案された理論を用いて、バンツー諸語に見られる疑問詞一致現象の言

語間差異を分析する。さらに、弱交差現象に関して、束縛(binding)には-素性(-

feature)が関与していると提案することで、言語内／言語間に見られる弱交差現

象の有無についての違いが A/A'という概念を用いることなく説明されるという

ことを示す。 


